
じむきょ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   ３月１８日（土）９：３０～１１：３０ 東５丁目集会所集合（小雨決行） 

  内藤以貫の墓管理保存会の事業である清掃と供養祭に，事前にボランティアとしてエントリーした小学生・

中学生が参加します。地域の偉人について学び，その史跡維持のお手伝いに参加してくれる子どもたちがいる

のは大変うれしいことです。小学生・中学生の力に期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 学校運営協議会ってなに？ ◆ 

◆ かるた大会 ◆ 
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住吉台中学校区 
学校支援地域本部だより 
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令和５年３月１６日発行  
学校・地域連携の取組 

 ２月８日，令和５年 第１回学校運営協議会が行われました。『学校運営協

議会』という言葉，時々紙面に登場しますが，皆様ご存知でしょうか。 

 仙台版学校運営協議会（コミュニティスクール）は学校と地域の合議体と

して設置されました。『育む子供像』を学校・家庭・地域が共有し，三者が

互いの役割を理解・分担しながら，継続的に地域の子どもたちの成長に関わ

っていくことができる体制作りを目標としています。学校からの発信だけで

はなく，地域や保護者も当事者意識を持って，話し合いを重ねる場です。年

度単位で動くとメンバーが一気に代わることもあるため，年度をまたぐ形で 

1 月～１２月を任期として，それぞれの立場から選任されています。 

 住吉台では，令和３年度に『住吉台学校運営協議会』が設置され，この２

年間，学校，ＰＴＡ, 地域のお互いの情報共有を図ってきました。３年目を

迎える今年，第１回目の協議会では，小学校，中学校の令和４年度の反省

と，令和５年度の学校運営の基本方針が承認されました。また，各種参観や

学年の先生方と協議会メンバーの意見交換などを通して，学校や地域，子ど

もたちが抱える問題について熟議を重ねていくことを確認しました。今後も

紙面を通じて皆様にご報告してまいります 

 

中学校 

 １月１７日，生徒会主催の校内かるた大会が開催されました。かるた大

会は中学校開校当時からの伝統行事で，例年宮城県かるた協会の方々にご

協力いただいていましたが，今回はコロナ禍のため，お呼びすることはで

きませんでした。 

 ３年生は武道館，１・２年生は体育館を会場とし，同時刻での大会実施

となりました。生徒たちは読み手を務めた先生の本格的な「読み」を聞き，

真剣に札を見つめ競技に取り組んでいました。 

 また，開会式では，昨年３月の地震で多くの百人一首の箱が落下しバラ

バラになってしまった大量の札を，すずらん学級の生徒たちが丁寧に仕分

けして，そろえてくれたことが話され，会場から大きな拍手が沸き起こり

ました。 

◆ 地域の史跡 内藤以貫の墓供養祭 ◆ 
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◆ ３年生 輝け！私たちのふるさと住吉台 ◆ 

◆ ３年生 なぜ住小でオオムラサキを育てているの？ ◆ 

◆ ６年生 樹木名札 ◆ 

 １月２４日，以前住吉台小学校に在籍された菅原泰徳先生から,

住吉台小学校で，なぜオオムラサキを飼育しているのかを教えてい

ただきました。 

初代住吉台連合町内会長の佐藤忠壽さんは，１９７２年（昭和４

７年）に丸光デパートで展示されたオオムラサキに魅せられ，１０

年後，オオムラサキを育てる地として住吉台を選ばれたそうです。

以来，住吉台とオオムラサキのご縁がつながりました。今では３年

生の学習に欠かせないオオムラサキ。寒い冬を木の根本で過ごす幼

虫のように，『我慢強い子に育ってほしい』，『蝶が人々の目を楽し

ませるように，優しい温かみのある子に育ってほしい』と願われた

忠壽さんの想いも３年生には届いたことでしょう。 

 

小学校 

 ２月２４日，住吉台子ども教室『住吉だいっ子』の皆さんがけやき学級に出前

授業に来てくださいました。わくわくタイムでも行った『折り紙コマ』作りで

す。子どもたちが折りやすいようにと，あらかじめ折り線をつけた折り紙を用意

してくださったおかげで，子どもたちもスムーズに折り進むことができました。 

できあがったコマはよく回り，みんなで競うように回して楽しんでいました。 

 

 コロナ禍，卒業前奉仕作業としての清掃作業ができなくな

り，３年前から６年生は奉仕作業として，校内の樹木に名札を

つけてきました。今年度も４６名の卒業生が樹木の名前，卒業

年度と自分の名前を書いた札を取り付けました。 

 金属の札や取り付け金具の準備，取り付けまで，サマサ工房

の方を中心に４名の方々にご協力をいただきました。これで校

内の樹木のほとんどに名前がつきました。後輩たちへのよき置

き土産になりました。ご協力いただいた皆様，６年生の皆さん 

ありがとうございました。 
Ｒ４－No.９ 

    【住吉台団地とオオムラサキ】 

 

1974 年 住吉台団地の造成開始 
1982 年 西 1丁目の入居が始まる 
1988 年 住吉台小学校開校 
1990 年 住吉台でオオムラサキ羽化 
1991 年 住吉台小学校で初羽化 
1992 年 『オオムラサキの舞う住吉台を 

育てる会』設立 
     小学校に『オオムラサキクラブ』 

設置 
1993 年 仙台市の指定を受け『オオムラサキ

の舞うふる里を育てる会』へ名称変
更 

◆ けやき学級 住吉だいっ子出前授業 ◆ 

 ２月１日，地域についての学習を続けてきた３年生が，地

域の各団体やボランティアの方々１３名をお招きして，その

活動についてインタビューをしました。子どもたちは積極的

に質問し，懸命にメモをとっていました。また，２月２４日

に行われた授業参観では，そのインタビューをまとめた内容

を発表をしていました。参観されている保護者の方々も子ど

もたちの発表に大きくうなずかれていました。住吉台ミニ博

士が沢山誕生しました。  

 【ご協力いただいた団体】 

町内会・オオムラサキ会・住吉だいっ子・読み聞かせ 

ボランティア・防犯ボランティア・住吉神社・カブト 

ムシボランティア・コンパス住吉台 

 


